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1. 授業の概要（ねらい）
この授業は、中国の社会状況を文化と歴史といった側面から、各歴史段階や各文化領域において代表的であり、かつ特
徴ある部分を中心に取り上げて勉強していきます。現代の中国社会とその背景にある文化について、歴史的形成過程と地
域的特性などを中心に、幅広い分野に亘って授業を行います。この授業を通して、現代中国という国を理解し、中国人の考
え方や行動に深く影響を与えている様々な要因や変化について学んでいきます。また、日本の文化や日本人の考え方との
差異性や類似点を比較することで私たちの異文化理解力を高め、日常的に感じている「現代中国社会」の状況とそれを支
えている「中国文化」の有様をリアルに理解することを中心に授業を行います。

2. 授業の到達目標
急速に発展している中国という国と中国人をよりリアルに立体的に理解していくことを目的として授業を行います。そして、
この授業を通して中国人の価値観や行動原則に様々な形で影響を与えている“中国社会の歴史的形成過程”と“文化的
価値観”を私たちが学習し理解することで、より質の高い交流が行える基礎を築くことを重要なテーマとしています。異文化
間における相互理解をより深めていくための見識を獲得できるような取り組みとする他、自分自身の意見を発表できるよう
になることを目指します。　

3. 成績評価の方法および基準
中間試験40％＋期末試験40％
不定期に実施するレスポンスペーパー20％の総合評価となります。

4. 教科書・参考文献
教科書
各回授業要点をまとめたプリントを配布します。また、パワーポイントで用意する教材やビデオ教材を合わせて授業を行い
ます。
参考文献
参考資料や関連文献はその都度紹介します。

5. 準備学修の内容
各回の授業の一、二週間前位に事前準学習や復習内容について指示します。指示をした事前準備学習の内容を前提とし
て講義を行います。講義で説明した内容について、参考文献等により各自で理解を深めておくようにして下さい。

6. その他履修上の注意事項
各自関心を持った事項については、図書館の活用等を通じて自主的に学習することを期待します。また、授業中に重要と
思われるところはノートを取るようにして下さい。中間テストと期末テストはプリントの内容だけではなく、授業中の説明や
パワーポイントで説明した内容及びビデオ内容も含まれるので、合わせてしっかり受講して下さい。
※講義中の私語は厳禁です。
※授業の進み具合によって，シラバスの内容や授業計画を変更することもある。

7. 授業内容
【第１回】 ガイダンス　授業全体の流れの説明。
【第２回】 中国の地理的概況と歴史の流れ
【第３回】 中国の近代と社会（清王朝の終焉と中華民国の成立）
【第４回】 現代中国・中華人民共和国の成立と社会状況（４０年代）
【第５回】 映画で学ぶ①／中国映画『活着（邦題：活きる）』鑑賞
【第６回】 新中国成立後の社会変化（５０年代）
【第７回】 熱狂的大衆政治運動「文化大革命」と中国社会（６０年代）
【第８回】 中間テスト（討論）
【第９回】 映画で学ぶ②／中国映画『帰来（邦題：妻への家路）』鑑賞
【第10回】 改革開放政策と市場経済体制への移行（８０年代の政策と社会）
【第11回】 「一人っ子政策」と中国の人口政策の概要
【第12回】 現代中国の教育制度の概要と特徴
【第13回】 現代中国の住宅事情と家族観
【第14回】 中国の民俗文化と社会慣習
【第15回】 期末テスト


